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1．研究背景・背景 

日常生活でごみを指定の袋に入れずに捨てたり、

ごみの捨てる曜日を間違えたりするなど、近隣住

民のごみ分別マナーの悪さに悩んでいた時、町田

市で有害ごみ分別の認識不足が原因で火災が発生

したという記事を目にした。これらの現状からご

み分別に関する認知度を上げることで、ごみが原

因で発生する被害や事故の再発防止につながるの

ではないかと考えた。そこで 2022 年 7 月に改正

された有害ごみの分別方法とその他のごみに関す

る情報を新たな地域の情報として扱い、小山・小

山ヶ丘地域（以下、アレサ商栄会）の住民に向け

て分かりやすく発信することを研究目的とし、ツ

ール提案を行う。 

 

2．調査内容 

2-1．火災の原因と改正された有害ごみの分別方法 

町田市バイオエネルギーセンターの不燃ごみ処

理場で 2022 年 6 月 11 日、デジタルカメラや電動

工具などで使われる小型充電式電池(リチウムイ

オン電池等）やスプレーなどが原因と推測される

火災が発生した。 

【有害電池の分類】 

・リサイクルマークのあるリチウムイオン電池、

ニカド電池、ニッケル水素電池などの小型充

電式電池 

・ボタン型電池 

・回収ができずに家庭での保管を余儀なくされ 

ていたリサイクルマークのない電池 

・膨張などで破損している電池 

上記の電池が燃やせないごみに混入すると、ごみ

収集車の中やごみ処理施設の中で衝撃が加わり発

火する恐れがある。これを受け市は、当初の予定

よりひと月前倒し、7 月から小型充電式電池とボ

タン型電池を新たに有害ごみに指定し、回収する

ことを決定した。新たに有害ごみに指定された電

池は、月一回の乾電池回収日にビニールテープで

金属部分を絶縁し、資源集積所に設置されている

茶色のカゴへ廃棄することになった。 

 

2-2．地域貢献型情報誌「アレサ」の活用 

今回、情報を発信する地域をアレサ商栄会に決

定した。アレサ商栄会管轄地域を理解するため、

「アレサ」（図 1）の過去 13 号分の情報を構造化

し、冊子の内容を「住民が求めている情報」、「地

域外の人にも興味を持ってもらえるような情報」、

「地域が住民に知っておいて欲しい情報」の 3 つ

のテーマに分類し、情報の関係性を明確にした。 

 

図 1 アレサ冊子のバックナンバー 



3．提案内容 

3-1．提案媒体の検討 

アレサ商栄会が発行している過去のアレサ冊子 

は、読者に多くの情報量を伝えることができると

いう利点がある。一方で、情報が多く読者の目に

止まりづらい欠点もある。そのため今回の提案媒

体は薄くて手にとりやすい、かさばらない、一目

で情報を確認できるなどの利点があるリーフレッ

トで展開することに決定した。リーフレットの体

裁は紙の対角線部分を押し引きするだけで素早く

簡単に展開や収納ができ、破れにくい折り方であ

るミウラ折りで制作する。また、このリーフレッ

トはアレサ商栄会 43 店舗に置く運びとなった。 

 

3-2．提案する情報 

限られた情報量を正確に伝えるために、新たに

改正された有害ごみの分別方法を中心とし、その

他のごみ分別情報も合わせて確認できるイラスト

でわかりやすい図解式で掲載する。また、リーフ

レットの片面はアレサ商栄会内にあるリサイクル

集積所や、拠点回収場所（小型家電・携帯電話・

インクカートリッジ・発泡トレイ等を回収する場

所）、粗大ごみを持ち込む場所の位置情報が確認で

きるマップを作成する。 

 

ごみと資源の分け方・ 捨て方簡易版

古紙・ 古着

有害ごみ燃やせるごみ 燃やせないごみ ビン

ペッ ト ボト ル

このマークが
目印！

剪定枝

収集当日の朝、 午前８ 時 3 0 分までに資源集積所へ
袋の口を結び収集当日の朝、 午前８ 時 3 0 分までに
指定された場所へ

カン

毎月２ 回目の
「 ビン・ カン」 の日に出す

2 0 2 2 年より捨て方が変わり ました

小型充電式電池

ボタン電池

毎月 4 回目の
「 ビン・ カン」 の日に出す

このマークが
目印！

 

図 2 リーフレット片面データ 

 

 

 

 

 

図 3 リーフレット試作 

 

4．今後の展開 

ごみの分別情報のイラスト図解がより分かりや

すくなるようブラッシュアップする。また、マッ

プに店舗情報 （店舗の位置、店名、店の簡単な説

明）を追加し、ミウラ折りリーフレットの表紙と

裏表紙のデザインを行い、新たな試作を制作する。

検証は、本校学園祭にてアンケート調査と、アレ

サ商栄会住民を対象に実施する。 
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